
  窓  
窓，誰かの声がひびいてくる 
窓，誰かの心が伝わってくる  
でも，僕の窓は閉まったまま 
誰の声もきこえない 
でも，きみの窓はあいている 
外の景色がよく見える 
きみの声がひびいてくる    

きみの心が伝わって 
僕の窓があいてくる 
外の景色がよく見える 
もしきみの窓が閉まったら 
きっと僕の心が開けにいく 
そしたらきっと伝わるよ 
僕の心がきみの心に  
窓，誰かの声がひびいてくる 
窓，誰かの心が伝わってくる 

不登校児童生徒への対応 
－何が彼らを再登校させたのか－ 

平成２３年２月 
岡山県総合教育センター 

「不登校の経験者にとって，どのような取り組みが効果的なものとなっていたのか？」 
当事者である児童生徒の意識及び県内の先生方を対象とした調査研究の結果から 

明らかになったことを，リーフレットにまとめました。 
これら児童生徒の「声」によって示された取り組みが， 

これまでの支援の確認と今後に向けた参考資料となれば幸いです。 不登校を経験した中３男子の詩 



※１ 「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」（2010） …教職員対象の調査 

※２ 「高校生活及び中学校生活に関するアンケート調査」（2009）…生徒対象の調査 

不登校の現状 
※１ 

平成21年度実数（出現率） 

＜小学校＞ 

全国 

岡山 

22,327人（0.32） 

528人（0.47） 

＜中学校＞ 

全国 

岡山 

100,105人（2.77） 

1,743人（3.06） 

＜高等学校＞ 

全国 

岡山 

51,728人（1.55） 

1,377人（2.53） 

「不登校等に関するアンケー ト調査」結果 
不登校経験者の高校３年時の 
在籍校に偏りがあるね ①進級，進学，転校など環境が変わったから（4.28） 

②家族が支えてくれたから（4.18） 
③家族が理解して待ってくれたから（4.17） 
④進級や進学への危機感を持ったことから（4.16） 
⑤学校やクラスになじみやすかったから（4.15） 
⑥友達からの積極的なかかわりがあったから（4.15） 
⑦ひらきなおれたから（4.15） 
⑧何となく，自然に（4.15） 
⑨先生の積極的なかかわりがあったから（4.13） 
⑩先生の継続的なかかわりがあったから（4.13） 

表１ 不登校経験者が答えた「学校復帰」に効果のあった事柄（42項目中上位10項目） 

情緒的サポートと道具的サポート， 
情報的サポートの組合せが必要？ 先生の 

かかわりが 
効果的 

（参考）４種類のサポート 

①情緒的サポート：声をかける，励ます 

②情報的サポート：進路情報など，アドバイスを与える 

③評価的サポート：評価（肯定，意見など）をフィードバックする 

④道具的サポート：場所や時間の提供，設定をする，手伝う   など 

＜文部科学省調査＞ 
その他本人に関わる問題 

（43.0%） 

いじめを除く友人関係 
（19.1%） 

学業の不振 
（11.0%） 

親子関係をめぐる問題 
（9.6%） 

病気による欠席 
（6.6%） 

＜内閣府調査＞ 
友人関係 
（45.9%） 

勉強の問題 
（34.9%） 

学校の先生との関係 
（24.8%） 

その他 
（22.0%） 

入学や進級，転校時に 
なじめなかった 
（17.4%） 

第１位 

第２位 

第３位 

第４位 

第５位 

どちらも複数回答による 

※１ ※２ 

 ( 「ある」を５点～「ない」を１点（５件法）として算出した平均点) 
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実際の不登校経験者在籍数 

学校規模に応じた不登校経験者の在籍可能性数 

全日制 

普通科 

全日制 

専門科 

全日制 

専門科 

定時制 

普通科 

定時制 

総合 

学科 

全日制 

普通科 

私立 

図１ 不登校経験者の校種・学科別在籍数 

（単位：人） 

 不登校の現状と，「きっかけ」をめぐる二つの調査結果   
不登校の「きっかけ」をめぐる調査結果（中学校） 

先生方のとらえと，不登校の子どもの実感とは少しずれているのかな？ 
それだけ「不登校」の原因や背景が，先生方から見えにくくなっているのかな？ 不登校の子どもの意識や内面には，何だか切り込みにくい？ 

岡山県マスコット 

「うらっち」と「ももっち」 

先生の「不登校」の 
とらえ方が画一化 
しているのかも… 「なぜ不登校になったの？」って     聞かれると辛いかもしれないけど， 

「どうして学校に来られるようになったの？」って              聞くのはＯＫじゃない？ 
先生と子どもの意識がずれているところや

合っているところが分かれば，学校復帰の

支援のポイントが見えてくるかも…？ 生徒だけじゃなく，先生にも 
アンケートしてみたらいいね 

※３ 平成22年１月～２月  

    県内高等学校第３，４学年生徒（1,268名），教師（377名）を対象に実施 

生徒 教師 差 
親にしかられたから 

親に行くように言われたから 

先生や親に将来の不安について言われたから 

遅刻してでも学校に行く方が精神的に楽だったから 

教育センターに行ったから 

家にいてもつまらなかったから 

キャンプなどの行事に参加したから 

同じような人が学校やクラスにいることが分かったから 

病院等（医療機関）に行ったから 

4.03 

4.07 

4.06 

4.05 

4.02 

4.08 

4.01 

4.08 

4.05 

2.23 

2.62 

2.68 

2.69 

2.71 

2.81 

2.78 

2.88 

2.93 

1.79 

1.45 

1.38 

1.36 

1.32 

1.27 

1.22 

1.20 

1.12 

表２ 不登校経験者と教師で評価が分かれた項目 

不登校経験のある生徒は，

「学校復帰」の時の先生から

の支援について，先生以上に

有効と感じているんだね 
先生方のかかわりを

待っているのかな？ 
※５件法なので，評価点＞３が「有効」ととらえていることになる 

先生と生徒の評価が 
分かれた項目だよ 

例えば，同じような人の

存在を先生は否定的にと

らえているのに，生徒は

有効と感じているんだね 
復帰の成功モデルが

安心感につながって

いるのかな？ 
どのような取り組みが学校復帰に 
有効だったのか      調べてみよう！ 

4.13 4.13 4.08 
4.01 4.02 4.03 4.03 4.06 
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3.31 
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カウンセラー 

生徒（経験あり）N=144 教師 N=377 

図２ 「先生のかかわり」に関する意識（不登校経験者と教師との比較） 

＊＊ ＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ 

＊＊： p<.01 

＊： p<.05 （単位：点） 

※３ 

（単位：点） 



－Ａ子－  中学１年３学期から中学２年１学期  中学２年３学期から中学３年１学期，保健室登校   中学２年になって同級生の友達が家に毎週１
回必ず来てくれた。初めのころは「来ないで欲
しい」という感じで応対していたのに，必ず来
てくれた。  夏休みが近付いたころ，友達のことや自分
のことなどいろいろと考えていると，それまで
「私はかわいそう」と思っていたのが「かわい
そうじゃない」と思えてきた。このころ，周囲か
ら「かわいそうな子をどうにかしてあげる」と
いう態度やはれ物にさわるような対応をされ
るのが嫌だった。そして，「自分が動かないと
何も変わらない」と感じて行動し始め，２学期は
登校した。  ３学期になってまた登校できなくなったが，
３年の１学期，毎週家に来てくれていた友達が
「保健室に会いに行くよ」と言ってくれたので，
「もう一度動けそう」と保健室に行くように
なった。  高校は友達から余り干渉されない雰囲気が
あり，教室にも居やすかった。そして，数日間自
分について考えるうちに，学校に行けなくなっ
た原因を人のせいにするのをやめ，「自分が変
わらないと周囲は変わらない」と自分の意識
を変えていった。それからは何かあってもじっ
くり対処できるようになり，人間関係も落ち着
いていった。 

－Ｂ男－  中学２年から中学３年   小学校のころ，転勤で何度も転校して友達
ができなかった。４年のころから学校に行くの
が嫌だったが母に無理矢理連れて行かれてい
た。中学に入学してからも１年間は同じようだっ
た。  中学２年になると，自分の体が大きくなった
のでそれまでのように母が連れて行くことが
できなくなった。何日か欠席した後，母が自分
の気持ちを尊重して，それまでよりそっとして
おいてくれるようになった。それからは学校に
行くというストレスから解放され，気分が楽にな
りいろいろと考えるゆとりもできた。外に出て
みようかなという気分にもなり，「高校に行か
ないといけない」という気持ちも出てきた。２
年の終わりごろ，母親から「高校へは行かない
といけない」と言われた。自分もそう思ったの
で高校を受験した。 
－Ｄ子－  中学２年１学期から中学３年１学期   休み始めた中学２年時の担任からの週１回の
電話。「元気にしてるか」と声をかけられ，学校
行事などの報告をしてくれた。登校を促すよう
な言葉はなかった。初めのころは電話がか
かってきたときには嫌で出たくなかった。でも，
話をした後はいくらかすっきりした気持ちに
なった。次第に電話に出ることが嫌ではなく
なっていった。  中学３年を迎える春休みに，新年度に向けて
友人関係などいろいろなことについて考えな
がら自宅から数キロを歩くと少しだけすっきり
した。  復帰したばかりの中学３年時，休みかけると
担任が話を聞いてくれた。家族にも話してい
ない，不登校の原因や嫌な出来事などをひた
すら聞いてもらえた。そのうち，「人それぞれ
だ」と思え始めひらきなおれていった。  

－Ｃ男－  高等学校１年時，転校    転校する前の高校で，担任の先生が心配し
て家庭訪問をしてくれた。家庭訪問では「学校
に来い」とは言わず「どうしてた」と声をかけ
てくれた。  両親も心配してくれた。特に，父とは趣味が
同じでよく話を合わせてくれていた。そんな父
からしかられ，今のままではいけないと気が付
いた。もう一度高校生活をするために転校した。  転校した高校で友達ができ，誘われて演劇
部に入った。演劇をやっていると嫌なことなど
何も考えないで夢中になれた。そのうち，自分
が何をどうしたいか見えてきた気がする。 

事例  －不登校経験者への聞き取り調査から－ 
＜親身になってくれた友達   （信頼できる友達，友達への信頼）＞ ＜自分の気持ちを尊重してくれた母＞ 

＜話をしっかり聞いてくれた先生＞ 
＜心配してくれた親，先生＞ 

名前（仮名）の下は，不登校状態にあった期間を 
示しています。 



岡山県総合教育センターが行う支援事業 

教育相談 …本人，保護者及び教職員との面接，電話相談に応じます。 

学校コンサルテーション事業 
…児童生徒一人一人に応じた校内支援体制の整備を各学
校の先生方と共に考えます。 

面接相談 予約制 

医師による教育相談 予約制 

※第２・第４土曜日の面接相談は，長期休業中を除きます。 

実施方法 予約制 

電話相談 

人のあたたかさが 

伝わることが大切 

なんだね！！ 

先生方の声 －教師への聞き取り調査から－ 

画像提供：skyseeker.net 

生徒との接点は教師がつくる。 

・ 時には先生ではなく一人の大人（お兄さん）   

 としてかかわる。 

・ ゲームなど生徒の好きなことを一緒に楽しむ。 

                   （中学校教諭） 

保護者との信頼関係づくり。 

・ こちらから連絡を取る。 

・ 保護者の話は受容的，共感的な態度 

 で聴く。責めたり，指示したりしない。  

        （中学校・高等学校教諭）  

担任と生徒の関係を大切にする。 

・ 自分はコーディネーター役をする。 

・ 生徒の相談内容を担任に迅速に連絡し対応を相談する。               

                  （中学校養護教諭） 

話しやすい環境づくり。 

・ 複数生徒の居場所をつくる。 

・ 机，いすなどのレイアウトを工夫する。 

           （中学校養護教諭） 

互いを大切にするクラスづくりをする。 

・ クラスの友達との関係をつなぐ。 

・ グループで協力する活動をする。 

・ 魚釣りの話など児童に共通する趣味の話を 

 教師も一緒にする。 

              （小学校教諭） 

長期にわたる生徒には適度な距離感で見守る。 

・ 気にかけていることが伝わるようにかかわる。 

・ 学校に来れば声をかける，深刻にならないよ  

 うな声かけをする。 

・ 欠席していたら電話をして起こす。 

・ 欠課時数が多くなったら，遅刻させないよう 

 に朝から電話する。 

              （高等学校教諭） 

何時に来た？ 

よく来たなぁ。 

おおい， 

どうしてる？  

これから行くからな。 

当たり前のことを熱心にする。 

・ 欠席したら家庭訪問。  

・ さ細なことでも迅速に対応。 

        （中学校教諭） 

困ったら 

いつでもおいで。 

進路の明確化への支援をする。 

・ 本人の不安な気持ちを察する。 

・ 自分からは言えないもの。こちらか 

 ら働きかける。 

・ 保護者にも協力を求める。 

            （高等学校教諭） 

教職員の共通理解を図る。 

・ 教師間で情報を引き継ぐ。 

・ 学年会議で話し合い，支援を 

 検討する。 

・ 同じ見方でかかわる。 

・ 担任を中心とした組織的な支 

 援体制をつくる。 

     （小・中・高 教諭） 

月・水・木・金曜日 

火曜日       

第２・第４土曜日  

 9:00～19:00 

13:00～19:00 

9:00～17:00 

月・水・木・金曜日 

火曜日        

 9:00～17:00 

13:00～17:00 

毎月第４水曜日（原則）   16:00～18:00 

来所又は派遣（指導主事の派遣旅費はセンターが負担します）  

相談専用電話番号 

(0866)56-9115 

申込電話番号 

(0866)56-9105 



提言 －学校復帰に向けて学校・教師ができること－  不登校の課題克服は「学校復帰」がすべてではありませんが，不登校状態にある子どもたちが「できればみんなと同じように学校に行きたい」と思ってい
るのも事実です。そんな子どもたちへの支援として，教師にできること，教師が心がけておきたいことを１０の提言としてまとめます。 

このリーフレットは岡山県総合教育センター平成２１・２２年度所員研究「不登校の課題克服への効果的な取組に関する調査研究―何が彼らを学校復帰させたのか－」を基に作成しています。詳しくは次のＵＲＬをご覧ください。 

なじみやすく安心できる学校やクラスの雰囲気づくり 
家庭訪問や電話連絡等 

校種の接続（進学）時期のかかわり 
校内での共通理解による一貫した支援 

別室登校の在り方 
将来や進路に関する情報提供 相談機関など関係機関との連携 

保護者を支えるかかわり 
不登校の期間によるかかわり 

発達段階に応じた取り組み ＜児童生徒に教師からの     積極的な関心が伝わることが必要＞  ＜ルールの確立と，一人一人をつなぎ，見守る教師の継続的なかかわりが必要＞  
＜小・中学校の接続：入学時，担任を中心とした              教師の積極的な言葉がけが必要＞  
＜中・高等学校の接続：将来や進路の実現に向けて               多くの教師がかかわることが必要＞  

＜一人の教師から複数の教師へと     つながりを広げる学校の体制が必要＞  ＜児童生徒，家族を支える人や組織を    つなぎ合う教師の継続的なかかわりが必要＞  
＜保護者の状況や思いを    把握しながら，一緒に     子どもを支える教師のかかわりが必要＞  

＜不登校児童生徒同士が支え合い，     復帰の成功体験の共有化が意欲をうながす＞  
＜不登校児童生徒の今と将来をつなぐ       教師の継続的なかかわりが必要＞  ＜短期には情緒的かかわり，     長期には進路情報の提供や      身近なモデルとの交流が有効＞  

＜小  学  校：児童をつなぎ合い，安心できるクラスづくりを進める教師のかかわりが必要＞  
＜中  学  校：進路の情報提供と多くの教師が気にかけていることが伝わるかかわりが必要＞  
＜高等学校：将来や進路について一緒に悩み考える教師のかかわりが必要＞  

http://www.edu-ctr.pref.okayama.jp/chousa/kiyou/h22/10-02-1.pdf 
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岡山県内の教育支援センター（適応指導教室） 

画像提供：skyseeker.net 

№ 市町村 名               称 電話番号 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

 新見市  真庭市  津山市  津山市  勝央町  美作市  高梁市  井原市  矢掛町  総社市  岡山市  岡山市  岡山市  赤磐市  瀬戸内市  備前市  笠岡市  笠岡市  倉敷市  倉敷市  倉敷市  倉敷市  倉敷市  玉野市 

新見市適応指導教室 新生塾 

真庭市教育支援センター 白梅塾 

津山市教育相談センター 鶴山塾 

ポポロつやま 

遊悠塾 

美作塾 

高梁市適応指導教室 やすらぎ教室 

井原市適応指導教室 大山塾 

ひまわりの家 

総社市ふれあい教室 

岡山市適応指導教室 中央適応指導教室（あおぞら清輝） 
岡山市適応指導教室 ラポート牧山 

岡山市適応指導教室 トラングル一宮 

赤磐市適応指導教室 鳥中やまびこ教室 

瀬戸内市適応指導教室 のぞみ（瀬戸内市立青少年育成センター） 
備前市適応指導教室 あゆみ 

笠岡市教育支援センター ほっとふれんず 本室 

笠岡市教育支援センター ほっとふれんず 富岡分室 

倉敷教育センター 倉敷ふれあい教室 

倉敷教育センター 倉敷ふれあい教室 真備分室 

倉敷教育センター 倉敷ふれあい教室 玉島分室 

倉敷教育センター 倉敷ふれあい教室 倉敷中央分室 

倉敷教育センター 倉敷ふれあい教室 児島分室 

玉野市適応指導教室 わかば教室 

0867-72-7744 

0867-52-0732 

0868-22-2523 

0868-31-1666 

0868-38-3118 

0868-75-2775 

0866-22-7007 

0866-62-9417 

0866-82-1825 

0866-92-8577 

086-226-0948 

086-228-3115 

086-284-8450 

086-956-0170 

0869-22-2009 

0869-64-0300 

0865-62-3399 

0865-67-6480 

086-454-0400 

086-698-8341 

086-522-0028 

086-424-3205 

086-472-3954 

0863-33-5300 

相談機関名 電話番号 

 岡山県総合教育センター【月・水・木・金 9:00～17:00，火 13:00～17:00】 

 倉敷教育相談室【火～金 9:00～16:00】 

 高梁教育相談室【月・水・金 9:00～16:00】 

 津山教育相談室【月・木・金 9:00～12:00，13:00～16:00】 

 ハートフルおかやま110 教育相談【8:30～23:00】 

 岡山県中央児童相談所【月～土 9:00～20:00】 

 岡山県倉敷児童相談所【月～金 8:30～17:00】 

  同 高梁分室【月・火 8:30～17:00，木・金 10:00～16:00】 

 岡山県津山児童相談所【月～金 8:30～17:00】 

 岡山市こども総合相談所【月～金 8:30～17:15】 

 岡山市教育相談室【月～金 9:30～19:00，土 9:30～16:00】 

0866-56-9115 

086-427-0244 

0866-22-9833 

0868-24-1424 

086-221-7490 

086-235-4157 

086-421-0991 

0866-21-2833 

0868-23-5131 

086-803-2525 

086-224-4133 

お問い合わせ 生徒指導部 TEL （0866）56-9105 

Copyright © 2011 Okayama Prefectural Education Center 

不登校児童生徒への対応 －何が彼らを再登校させたのか－ 

研究協力委員会 
 

指導助言者 

 新井  肇   兵庫教育大学大学院教授 

研究協力委員 

 岡山県内公立高等学校教員 ８名 
 

 常本 直史   岡山県総合教育センター生徒指導部長 

 西村 成人   岡山県総合教育センター生徒指導部指導主事（副参事） 

 野﨑 誠二   岡山県総合教育センター生徒指導部指導主事（副参事） 

 髙橋 典久   岡山県総合教育センター生徒指導部指導主事 

 田坂 紀子   岡山県総合教育センター生徒指導部指導主事 


